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マ
イ
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オ
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オ
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Vol.

セ
ン
タ
ー
」
と
「
リ
ラ
の
い
え
」
の
現
場

で
活
動
さ
れ
て
い
た
方
々
、
両
者
の
連
携

に
今
も
な
お
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
厚
意
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

感
無
量
で
す
。

　

今
号
で
は
「
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
の
協

働
事
業
の
重
み
を
改
め
て
考
え
、
現
場
の

方
々
に
も
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
病
気
や
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
と

家
族
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る｢

リ

ラ
の
い
え｣

と
し
て
、「
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
の
連
携
に
留
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
事
業
」
の
重
み
を
考
え
る

　

患
者
・
家
族
滞
在
施
設｢

リ
ラ
の
い

え
」
を
、「
神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
」
と
当
法
人
と
の
協
働
事
業
と
し

て
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
相

互
の
密
接
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の

点
は
、
開
設
当
初
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在

に
至
る
ま
で
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
施
設

利
用
者
の
皆
様
に
も
好
印
象
を
持
っ
て
い

た
だ
け
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
協
働
団
体
と
し
て
の
良
好
な
関
係

だ
け
で
は
な
く
、
現
場
で
活
動
し
て
い
る

医
療
従
事
者
、
事
務
関
係
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
一
人
一
人
の
お
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の

一
月
に
、
あ
る
方
か
ら
多
額
の
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
失
礼
な
が
ら
い
き
さ

つ
を
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
お
孫
さ
ん
が

幼
児
の
頃
、「
医
療
セ
ン
タ
ー
」
で
入
院

治
療
し
、
ご
家
族
は
「
リ
ラ
の
い
え
」
に

滞
在
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
お
孫
さ
ん

は
今
大
学
生
で
、
元
気
に
過
ご
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た

び
、
ご
伴
侶
が
亡
く
な
ら
れ
、
ご
遺
産
の

一
部
を
「
リ
ラ
の
い
え
」
に
寄
付
を
し
た

と
の
事
で
し
た
。
十
数
年
前
に
、「
医
療
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今年は新しい鯉のぼりをご

寄付いただきました。大き

いのは横浜南ロータリーク

ラブ様から、小さくてかわ

いいのはお空にいるお子さ

んから、ふっくらした鯉の

ぼり人形はこども医療セン

ター「オレンジクラブ」さ

んから。

横田基地「サンズオブハワイ」様

によるクリスマスドネーションが

帰って来ました！過去 2 年はお

会いすることができませんでした

が、寄付の品物をお送りいただい

ておりました。今年は少人数です

がご訪問いただきました。

信信通通
スマイルオブキッズスマイルオブキッズ

リラのいえの四季
2021 冬～ 2022 春
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患者・家族滞在施設「リラのいえ」は、神奈川県立こども医療センターとの協働事業として運営しています。
全国から治療に来られる患者さんを、医療センターとともにお支えできることを誇りとして、これからも
ご家族が安心して過ごすことのできる環境を整えられるように活動してまいります。

月に一度、医療センター事

務局との運営会議で情報交

換をしています。

医療センターボランティア

団体「オレンジクラブ」と

連携して、きょうだい児預

かり保育を行っています。

特集特集

こども医療センターとの連携こども医療センターとの連携

静かな「連携」について

　こども医療センターに来られるこども達やご家族は坂道を登って病院にたどり着きます。おそらく

そのほとんどの方々が緊張しながら病院の正面玄関を入っているに違いありません。ドキドキしなが

ら病院に入る理由は坂道を登ってきたからではなく、病院が決して「楽しい遊園地」ではないからです。

診察や治療・訓練や入院のために病院に来られたみなさんはじっと我慢しながら病院内で過ごしてい

ます。どんなにわがままを言いたくても、病院の規則には従わなければなりません。病院スタッフの

努力だけでは解決しない根本的な問題があります。そんななか、多くのボランティア活動が受診され

る皆さんの緊張を少しでも和らげていただけるように力を貸してくれています。

　病院に続く坂道の途中にある「リラのいえ」は休憩するには絶好の場所にあります。「行ってらっしゃ

い」と「お帰りなさい」の一言、二言が、張り詰めた気持ちを和らげることに役だっています。病院

とは違う空間と時間を過ごせることが貴重なのだと思います。

　認定 NPO 法人スマイルオブキッズの運営する「リラのいえ」をはじめチャリティーや催物は、緊

張の続く患者と家族の皆様にほっと一息つく憩いの場所と時間を提供しています。なによりも接して

くれる笑顔が疲れた気持ちとからだを和らげるのに役だっているに違いありません。ゆっくりと話し

をすることができる相手がいること、温かい笑顔で接するボランティアがいてくれること、さりげな

い心遣いこそが病気と闘うこども達と家族にとってはなによりの励ましです。

　声高に多くを語ることがなくても、静かな連携が安らぎと病気と闘う勇気の源となっています。

元神奈川県立こども医療センター総長
認定NPO法人スマイルオブキッズ理事

康井 制洋

地域医療連携室から初診患

者さんへのご案内に、滞在

施設ときょうだい児保育の

パンフレットを同封いただ

いています。
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無理を承知でご相談させて下さい・・・　

　ある日の夕方 17 時、「これから緊急手術になるお子さんがいるんですが、手術終了が 23 時近く

になるようで。ご家族も帰れる時間じゃないし、お子さんの側にいてあげたいお気持ちもあって。お

部屋、空いていますか？手術終わってからだと、24 時過ぎになりますが・・・。」と、恐る恐る、リ

ラのいえへ相談室から連絡を入れました。リラのいえの方からは、『大丈夫ですよ。お部屋空いてい

ます。24 時過ぎても入れるからと、ご両親へも伝えてあげて下さい。』とのお返事でした。

　緊急入院や手術での急な宿泊、全く言葉が通じない外国の方の長期滞在、子どもの重篤な状況と産

後が重なってしまったお母さんの休息、通常の保育時間ではない保育の相談等々。それぞれの患者さ

んご家族の事情によって、何かと無理難題（⁉）をお願いすることが多い、私たちソーシャルワーカー

ですが、

　『外国の方なら、道も不慣れでしょうからお迎えに行きますよ。』

　『遅い時間に来られるなら、お布団も用意しておきますね。』

　『対応できる保育スタッフがいれば、時間外でもご相談にのれると思いますよ。』

リラのいえの方からは、いつもあたたかい言葉が返ってきます。そ

して、私たち自身も安心して、ご家族の方へリラのいえの紹介をさせ

て頂いています。

　いつもいつも、こども達とそのご家族の為に、ホスピタリティあふ

れる愛を、本当にありがとうございます。私たちも、感謝しています。

　そして、今日もまた、無理難題（⁈）なご相談の電話をさせて頂く、

私たちでした。

医療福祉相談室　ソーシャルワーカー　一同

特集特集

こども医療センターとの連携こども医療センターとの連携

こども達やご家族と共に歩む応援団として　

　神奈川県立こども医療センターには、生命はもちろん、生活や人生に関わる病気や障がいを持つお

子さん・ご家族が多くいらっしゃいます。こどもの病気や障がいは、こどものみならず家族の心や生

活にも大きな影響を及ぼします。私は看護師として働く中で、困難に直面しながらも自分らしく生き

ようとするこども達やご家族の力を目の当たりにし、感銘を受けたり、力づけられたりしてきました。

そうしたことから、医療の専門職としてはもちろん、「共に歩むパートナー・応援団」として、何か

の役に立てれば、と思ってきました。

　こどもの看護においては、心身の苦痛緩和や病気・治療の説明、こどもの権利擁護、健全な生活習

慣の確立、家族の苦悩や負担の緩和・・・課題は沢山あります。そうはいっても現場の業務は多岐に

渡り、十分な時間を費やせない現状です。大事にしたいことがあっても忙しさや疲労で行動が伴わな

い自分に矛盾を感じ、モヤモヤとしていました。そんな折、志を持つスタッフが立ち上げたプロジェ

クト「ちあふぁみ！」を知り、そのご縁でリラのいえのボランティアを細々と行うようになりました。

ボランティアと言っても微々たるものですが、私の好きな曲の一節「なんてことのない作業が　こ

の世界を回り回って　何処の誰かも知らない人の笑い声を作って

ゆく　そんな些細な生き甲斐が　日常に彩りを加える 」（ “彩り”　

Mr.Children 作 詞：Kazutoshi Sakurai2007 年 ） の よ う に、 自

分の出来ることを少しだけでも誰かに分けることで、自分も誰かも

Happy になれるといいな、と思っています。沢山のこどもたちやご

家族、先輩や同僚に巡り合い、かけがえのない経験や関係を得たこと

で今の自分があるように、私も社会の中の一人として、良い連鎖反応

を生み出せるよう歩んでいきたいと思います。

神奈川県立こども医療センター　看護師
安藤 和美
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活動報告

利用者の声ノートから
静岡からの利用者さんより

　静岡からリラのいえに来て、早 3 カ月。ようやく退院の目処がつきました。長いようで、あっとい

う間の 3 カ月でした。

クリスマス、年末、お正月、夫と私の誕生日（はどうでもいいか）イベントたくさんの中、飾り付けや、

寄付頂いた食材、ケーキなどでお家にいるよりも豪華だったんじゃないかな？と感じる程で、一緒に

連れてきた息子にも楽しい思い出を作ることができました。

　8 月末に静岡の病院で MRI を受け、娘の病気が生後 3 カ月で発覚し、どこで治療を受けるか…悩

んだ末、ネットにでていた臼井先生の文章を読んで、医療センターにたどりつきました。初診の時に、

命に関わるため、すぐにでも入院した方がいい、入院期間の目安は、3 ～ 4 カ月だがそれ以上になる

かもと言われ…2 歳になったばかりの上の子はどうしよう。娘は今元気なのに本当に今すぐそんなに

長い期間入院が必要なのだろうか…と本当に悩みました。

　でも、リラのいえがあることを病院で教えてもらい、見学させて頂いて。ここでなら家族で来ても

大丈夫！と思うことができ、入院の決心がつきました。

スタッフの方が、上の子を連れてくるなら面倒を見られる人も一緒の方がいいよ、とアドバイス下

さったこともあり、祖母も呼んでの滞在でした。入院時はコロナが落ち着き始めていた頃とはいえ、

家族＋祖母と大人数を温かく迎えて下さったことに本当に感謝しています。遊びたい盛りの長男の相

手をみなさん優しくして下さり、「リラのおうち」とよんで、息子ものびのびと暮らしていて、私も安

心して過ごすことができました。

　娘も手術を 4 回頑張り、ようやく命の危険はなくなっ

てきたとのことで、退院できそうです。治療はまだ続く

ので入院もありますが、リラのいえがある、と思うと安

心して治療にのぞめます。

　ボランティアの方々、寄付して下さった方々、本当に

たくさんの方の善意を感じて過ごした数か月間でした。

ありがとうございました。

　娘に毎日面会に行きながら、息子の成長を見ることは

リラのいえがなければできませんでした。

また、治療で来るときは、よろしくお願いします。

利用者の声

チャリティー Tシャツ
販売

5 月 16 日 ～ 22 日、

JAMMIN 様とのコラボ企画

でチャリティー T シャツを

販売しました。チャリティー

総額は 296,530 円でした。

リラのいえ利用者さんへの

お食事の提供。多くのご支

援をいただき、昨年 9 月か

らスタート。4 月からは月

3 回お届けしています。

スマイル・
ミールサポート

シブリングサポーター
研修ワークショップ

11 月 20 日、NPO 法人し

ぶたね様・こども医療セン

ターオレンジクラブ様と共

催で「シブリングサポーター

研修ワークショップ in 神奈

川」を開催しました。
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子どもを育てる楽しさは必ず見つかる

コロナ渦中、リラのいえは感染者を出すことなくボランティアさん達が日々頑張って下さってい

ます。

リラのいえきょうだい児保育も認可外保育ですが、医療センターがきょうだい児の入館を自粛し

ている中、きょうだいさんの保育をすることが出来ました。

みなさんのご協力のお陰です。ありがとうございます。

　以前は何回も利用して , じっくりと保育出来るお子さんもいました。近頃は新規の方が多く、毎日

対応に追われていますが、保育士各々に協力しあいながら頑張っています。

　保育の中で「子どもをありのままにしっかりと受けとめる」「育ちを見守りたい」

「子どもを育てる楽しさは必ず見つかる」と私達は思いながら日々保育しています。

　久しぶりに保育に来てくれたＺくん、成長に驚き、とても嬉しくやりがいを実感しましたしみん

なで喜び共有しています。

　きょうだいさんや親御さんに寄り添っていけるように心掛けていきたいです。

マスクを外していつも通りの生活に戻りますように日々願っています。

リラのいえ保育士　糸洲 敏恵

きょうだい児保育

きょうだい児保育利用者の声

リラのいえきょうだい児保育を利用して

息子が 0 歳の時からお姉ちゃんの毎月の通院や入院手術のため、リラのいえ

きょうだい児保育を利用し始め今現在息子は 1 歳半になりました。コロナ禍で

病院内の制限もあり、まだ小さい息子の預け先がどうしても見つからなった中、

リラのいえに温かく迎えていただきました。

当初は授乳間隔、離乳食、私自身の体調面等など都度相談にのってください

ました。また、利用時に頂く“保育記録”には、「友達と車のおもちゃで仲良く

遊んでいましたよ」「バスと言ってたみたい」「あんよが上手になってきましたね」

等その日の様子をとても細かく丁寧に書いていただき、家族で読むのがとても

楽しみになっています。過去のものを見返すと、0 歳児の貴重な成長を実感す

ることができ、とても嬉しくホッコリする時間です。

　どうしても体調等が心配なお姉ちゃんの方に時間と気持ちが取られ、元気にしてくれている息子に

目を向けることが少なくなってしまっている時も、保育士さんからの温かい言葉や心遣いをいただく

ことで安心感につながっています。きょうだいも一人じゃないよ、ちゃんとみているよ、家族全員も

応援しているよ、そんな風に感じています。息子も今では、リラのいえでの時間が楽しいと感じてい

る様で、バイバイと病院に行く私たちを泣かずに見送ってくれるようになりました。こんな成長も保

育士さんのおかげです。

　最後になりますが、支えてくださるリラのいえの関係者皆様に深く感謝御礼申し上げます。

富岡 真代（きょうだい児保育利用者）
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ご
寄
付
一
覧(

敬
称
略)

(

２
０
２
１
年
11
月
～
２
０
２
２
年
５
月)

ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
付
・
賛
助
に
よ
る
ご
支
援
者
】

11
月
：(

株)

ア
ジ
ア
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
／
87
の
会

キ
ル
ト
／
ち
あ
ふ
ぁ
み
！
／
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ

ａ
代
表
者
ル
ー
ベ
ッ
シ
ュ
裕
子
／
阿
部
啓
子
／
芦
澤
悦

子
／
館
野
富
美
子
／
岩
口
泰
広
・
葉
子
／
儀
間
小
夜
子

／
吉
川
千
里
／
宮
北
那
智
子
／
橋
本
剛
／
橋
本
多
美
子

／
橋
本
芳
子
／
近
藤
純
子
／
金
子
サ
キ
／
駒
形
真
貴
子

／
高
尾
節
子
／
佐
藤
綾
子
／
佐
伯
ト
シ
コ
／
柴
田
和
代

／
秋
元
稔
子
／
小
林
整
治
／
松
尾
忠
雄
／
成
田
則
子
／

大
津
雅
弘
／
谷
口
円
香
／
中
條
初
美
／
匿
名
／
白
井
俊

明
／
福
田
か
お
る
／
柳
原
隆
夫
／
山
下
幸
穂
／
内
田
２

／
和
田
由
美
子

12
月
：(

株)

ア
ジ
ア
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
／(

株)

ト

ミ・管
理
サ
ー
ビ
ス
／(

株)

浦
山
工
務
店
／(

有)

オ
ー

ト
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
ロ
ッ
ク
／
Ｋ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
Ｃ
ｌ
ｏ
ｗ

ｎ
／
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
Ｇ
ｏ
ｌ
ｆ
／
オ
オ
ト
シ
カ
ズ
ヨ

／
さ
い
と
う
小
児
科
齋
藤
綾
子
／
ラ
イ
フ
テ
ィ(

株) 

／
阿
出
川
俊
夫
／
安
藤
弘
子
／
安
藤
則
雄
／
安
保
さ
よ

子
／
伊
藤
久
史
／
伊
藤
和
弘
／
依
田
今
日
子
／
井
上
康

子
／
井
上
秀
枝
／
井
上
純
子
／
逸
見
茂
子
・
高
橋
・
清

水
／
茨
木
良
枝
／
宇
野
康
子
／
羽
鳥
眞
一
郎
・
裕
子
／

益
田
佳
永
／
遠
藤
信
行
／
遠
藤
明
／
塩
見
あ
き
子
／
奥

津
清
／
横
山
新
一
郎
／
横
山
朋
美
／
横
谷
律
子
／
横
浜

友
の
会
戸
塚
方
面
畑
田
由
香
／
岡
田
章
／
岡
和
子
／
下

出
和
治
／
加
藤
映
恵
／
加
用
真
実
／
夏
東
開
／
河
西
眞

理
子
／
河
村
ふ
ゆ
き
／
花
村
伊
都
子
／
花
田
大
・
い
ち

子
・
晴
斗
／(

株)

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
／(

株)

柴

橋
商
会
／
鎌
田
慎
次
／
鴨
井
義
尚
／
関
英
一
郎
／
岸
厚

子
／
岩
崎
眞
一
郎
・
幸
代
／
岩
崎
純
士
／
岩
田
慶
隆
／

亀
岡
大
造
／
菊
島
紘
子
／
吉
井
豊
／
吉
村
み
ち
子
／
吉

田
賢
一
・
聡
／
吉
田
孝
子
／
桐
生
秀
昭
／
駒
形
真
貴
子

／
熊
切
正
志
／
熊
澤
美
香
／
原
公
泰
／
原
豊
文
／
古
家

春
美
／
古
平
秀
子
／
戸
塚
武
和
／
戸
田
孝
子
／
後
藤
彰

子
／
工
藤
弥
生
／
弘
正
明
／
江
波
戸
圭
子
／
港
南
シ
オ

ン
キ
リ
ス
ト
教
会
／
荒
川
明
子
／
荒
内
史
子
／
高
橋
宏

之
／
高
見
沢
の
り
子
／
高
尾
節
子
／
高
野
久
美
子
／
黒

澤
健
司
／
黒
澤
宗
剛
／
根
本
孝
江
／
根
本
富
雄
／
佐
々

木
利
明
／
佐
藤
綾
子
／
佐
藤
光
雄
／
佐
藤
庄
一
朗
／
佐

藤
明
子
／
佐
藤
隆
夫
／
細
井
富
男
／
細
谷
和
一
郎
／
三

浦
美
奈
子
／
三
石
佳
子
／
山
下
薫
／
山
腰
由
紀
夫
／
山

崎
里
絵
／
山
森
伸
子
／
山
田
し
の
ぶ
／
山
田
和
嘉
子
／

山
本
悦
子
／
山
本
信
吾
／
山
本
文
子
／
市
川
利
子
／
市

民
活
動
プ
ラ
ザ
六
中
ソ
フ
ト
事
業
推
進
室
／
氏
家
ゆ
り

子
／
児
玉
洋
子
／
鹿
島
克
郎
／
鹿
嶋
美
由
紀
／
室
井
佳

子
／
篠
原
誠
二
／
若
狭
静
枝
／
守
谷
明
美
／
手
塚
照
子

／
酒
井
伴
美
／
秋
山
美
和
子
／
渋
谷
佐
和
子
／
升
澤
か

ほ
る
／
小
山
田
豊
／
小
森
節
子
／
小
瀬
村
芳
明
／
小
峰

幼
稚
園
／
小
牧
誉
弘
／
小
林
整
治
／
小
林
直
人
／
小
林

木
綿
子
／
松
井
秀
孝
／
松
鵜
光
子
／
松
永
孝
之
／
松
永

ご
寄
付
一
覧

2021 年度活動計算書

科目 合計（円）
Ⅰ．経常収益  

1．受取会費	 770,000
2．受取寄附金	 29,179,742
3．受取助成金等 6,047,106
4．事業収益 5,561,890
5．その他収益 956,560

経常収益計 42,515,298
Ⅱ．経常費用 

1．事業費 19,609,320
2．管理費	 7,932,745

経常費用計 27,542,065

Ⅲ．経常外収益 0
Ⅳ．経常外費用 0

税引前当期正味財産増減額 14,973,233
法人税、住民税及び事業税 74,913
当期正味財産増減額 14,898,320
前期繰越正味財産額 179,560,084
次期繰越正味財産額 194,458,404

2021 年度事業報告書

①闘病児及び家族の支援施設の整備及び運営事業
ア　患者家族滞在施設「リラのいえ」運営事業

内容 :	 闘病児及び家族の支援施設の整備及び運営事業
運営期間 :	 通年
従事者 :	 約 70 名
対象者 :	 病児とその家族
場所 :	 横浜市南区「リラのいえ」
利用者 :	 3,338 名
平均稼働率 :	 55.6%

②家族の交流の場の提供事業
ア　コンサートホールで生の音楽を聴くことのできない子どものた

めの音楽会の開催
内容 :	 子どもと家族への感染予防のため、会場では無
	 	 観客で開催、動画を編集し後日オンラインで配
	 	 信した。
開催日 :	 8 月 21 日 ( 録画 )
従事者 :	 2 名
対象者 :	 障害のある子どもとその家族
場所 :	 横浜ラポールシアター

イ　バザー開催
内容 :	 バザー開催による地域との交流・広報活動。
開催日 :	 10 月 24 日
従事者 :	 約 30 名
対象者 :	 近隣地域の方・支援者・一般市民
場所 :	 横浜市南区「リラのいえ」
参加者 :	 約 100 名

③保育事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      
ア　きょうだい児保育事業 ( 横浜市の認可外保育施設として認証 )

内容 :	 医療センターへ入通院する病児のきょうだい児
	 	 の預かり保育
運営期間 :	 通年
従事者 :	 11 名
対象者 :	 病児のきょうだいとその家族
場所 :	 横浜市南区「リラのいえ」
年間利用者 :	 778 名

イ　研修会等への保育士派遣
内容 :	 医療センターが主催の研修会等でのきょうだい
	 	 預かりに保育士を派遣する予定だったが、感染
	 	 症の影響で保育は行われなかった。

④難病の子ども達の課題を解決していくための支援事業
ア　重症心身障がい児と家族への音楽支援

内容 :	 新型コロナウイルス感染症の影響により実施で
	 	 きなかった。

イ　チャリティーコンサートの開催
内容 :	 小児医療を取り巻く環境で必要な支援をアピー
	 	 ルするためのコンサートを開催した。
開催日 :	 6 月 26 日
従事者 :	 33 名
対象者 :	 一般市民
場所 :	 はまぎんホールヴィアマーレ
参加者 :	 150 名

ウ　病気や障害のある子どものきょうだい児支援事業
内容 :	 きょうだい児を取巻く環境や課題、必要な支援
	 	 に関する社会的周知、支援者同士の交流を目的
	 	 としたシンポジウムをオンラインで開催した。
開催予定日 :	 10 月 2 日
従事者 :	 9 名
対象者 :	 一般市民
場所 :	 横浜市南区「リラのいえ」
参加者 :	 オンライン 141 名

エ　病児家族へのミールサポート事業【新事業】
内容 :	 リラのいえ利用者に栄養バランスの取れた食事
	 	 を届ける事業を開始した。
実施日程 :	 9 月～ 3月　合計 19 回
従事者 :	 各回約 5名
対象者 :	 病児とその家族
場所 :	 横浜市南区「リラのいえ」

⑤その他、本会の目的を達成するために必要な事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      
ア　組織基盤強化事業

内容 :	 中期的な事業戦略策定のため、第三者によるコ
	 	 ンサルタントを受けた。
従事者 :	 10 名
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【
ミ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
へ
の
寄
付
】

進
藤
喜
子
／
中
條
初
美
／
小
川
副
代
／
神
納
智
津
子
／

皆
川
久
子
／
皆
川
浩
之
／
小
林
猛 

・
千
賀
子
／
岩
崎
幸

代【
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
愛
す
る
子
ど
も
達
お
う
え

ん
団(

毎
月
の
寄
付)

】

安
達
か
ほ
る
／
安
嶋
裕
美
／
医
療
法
人
鳳
珠
会
／
影
山

勇
気
／
笠
原
美
香
／
玉
﨑
麻
利
江
／
後
藤
裕
明
／
溝
部

樹
／
今
泉
千
明
／
三
井
美
恵
子
／
児
玉
あ
み
／
小
木
曽

正
子
／
小
林
ユ
カ
リ
／
小
林
二
美
江
／
松
前
克
俊
／
神

原
雅
美
／
石
川
樹
里
／
浅
村
澄
子
／
前
田
憲
生
／
曽
我

健
二
／
太
田
優
子
／
大
賀
賢
一
郎
／
谷
畑
育
子
／
竹
見

富
美
子
／
中
野
学
／
長
嶋
健
志
／
鳥
澤
竹
彦
／
津
久
井

英
樹
／
田
中
義
俊
／
渡
邉
豊
／
藤
木
和
子
／
北
田
将
文

／
木
全
重
樹
／
木
村
裕
毅
／
野
口
信
恵
／
山
本
光
／
有

田
浩
美
／
有
田
佐
智
／
鈴
木
有
子
／
樅
田
文
子
／
齊
藤

進
治
／
三
浦
香
織
／
兼
子
佑
樹
／
東
宮
五
月

〇
よ
こ
は
ま
夢
フ
ァ
ン
ド

〇
か
な
が
わ
県
立
病
院
小
児
医
療
基
金

〇
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
推
進
基
金
21

〇
一
般
財
団
法
人
日
本
お
も
ち
ゃ
図
書
館
財
団

〇
公
益
財
団
法
人
公
益
推
進
協
会
Ｆ
ｏ
ｒ
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ

　
ｒ
ｅ
ｎ
基
金

〇
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
神
奈
川

〇
一
般
財
団
法
人
日
本
寄
付
財
団

【
物
品
寄
付
に
よ
る
ご
支
援
者
】

11
月
：
竹
田
／
曽
我
部
達
郎
／
水
民
清
美
・
力
／
原
尚

子
／
望
月
美
江
／
戸
田
孝
子
／
堤
啓
子
／
志
田
史
枝
／

尾
﨑
千
恵
子
／
む
さ
し
証
券(

株)

／
匿
名
／
三
浦
美

奈
子
／
脇
信
江
／
野
田
マ
キ
コ
／(

株)

川
口
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
／
公
益
財
団
法
人
小
林

製
薬
青
い
鳥
財
団
／
土
屋
雅
哉
／(

株)

ア
マ
ノ
技
研

／
岩
橋
由
美
子
／
長
谷
川
利
夫
／
髙
橋
路
子
／
佐
藤
美

穂
／
み
ん
な
の
レ
モ
ネ
ー
ド
の
会
／
今
野
千
秋
／
坂
田

千
津
子
／(

株)

栄
光
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ

12
月
：
佐
藤
恵
美
／
香
島
寛
孝
／
伊
藤
紘
一
／
株)

柴

橋
商
会
／
マ
テ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル(

株)

／

久
保
順
・
琴
枝
／
Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
Ｈ
ａ
ｍ
ｅ
ｄ
／
安
保
絵
里

／
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
戸
塚
／
小
西
陽
子
／
サ
ン
ズ
・
オ
ブ
・

ハ
ワ
イ(
横
田
基
地
）
／
87
の
会
キ
ル
ト
／(

有)

仁

天
堂
薬
局
湯
川
仁
／
小
西
陽
子
／
神
奈
川
ト
ヨ
タ(

株)

／
戸
田
孝
子
／
塩
森
芳
枝
／
芹
澤
功
子
／
鷺
谷
幸
恵
／

長
谷
川
利
夫
／
熊
野
加
奈
／
港
南
シ
オ
ン
教
会
／
山
田

怜
／
工
藤
友
子
／
鈴
木
美
香
／
板
垣
典
子
／
藤
田
道
子

／
田
中
祐
吉
／
松
川
守
・
真
美
／
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
六

中
ソ
フ
ト
事
業
推
進
室
／
山
田
み
ち
よ
／
相
良
均
治
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
輪
の
会

朱
美
／
松
丸
和
子
／
松
江
さ
や
子
／
松
村
美
千
代
／
松

島
太
郎
／
松
尾
宏
之
／
松
尾
智
子
／
松
尾
忠
雄
／
松
尾

満
知
子
／
松
本
真
理
子
／
沼
沢
静
江
／
上
田
美
代
子
／

植
田
容
賦
子
／
新
田
隆
／
森
み
ど
り
／
森
晃
一
／
森
田

知
子
／
深
澤
時
江
／
神
納
智
津
子
／
仁
田
昌
寿
／
須
藤

ナ
オ
／
水
戸
陽
子
／
水
谷
勲
／
水
鳥
川
泰
／
水
島
朝
子

／
杉
山
真
紀
／
菅
原
恵
子
／
菅
谷
仁
見
／
瀬
尾
公
子
／

成
田
則
子
／
星
野
利
勝
／
清
水
き
み
子
／
清
水
鞆
子
／

西
井
弘
／
西
岡
智
子
／
西
田
大
介
／
西
尾
博
／
西
林
洋

子
／
青
柳
充
彦
／
斉
藤
俊
雄
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斉
藤
昇
／
斉
藤
真
紀
／

石
丸
晶
子
／
石
橋
一
子
／
石
原
史
美
／
石
森
眞
基
子
／

石
川
基
子
／
石
﨑
美
佐
子
／
千
久
田
恵
／
川
上
賢
治
／

川
村
征
雄
／
川
﨑
圭
子
／
泉
水
恭
子
／
浅
見
ひ
ろ
み
／

浅
川
冨
美
子
／
前
原
久
美
子
／
倉
科
紀
美
子
／
倉
田
真

実
／
倉
林
夕
美
／
草
間
知
子
／
草
場
春
美
／
村
田
大
輔

／
多
田
満
恵
／
小
髙
愛
二
郎
／
大
井
美
嬉
子
／
大
久
保

照
子
／
大
江
ま
み
子
／
大
山
康
正
／
大
木
宏
之
／
醍
醐

公
彦
・
由
美
子
／
滝
澤
始
／
池
田
龍
子
／
竹
村
律
夫
／

竹
沢
佐
知
子
／
竹
田
弘
／
中
川
恵
理
子
／
中
村
昌
子
／

中
村
泰
子
／
中
村
洋
子
／
中
野
学
／
中
澤
寛
／
長
沢
保

／
長
谷
山
顕
俊
／
長
島
徳
子
／
鳥
越
豊
／
笛
吹
美
千
子

／
田
川
正
志
／
田
中
朝
美
／
田
島
香
代
子
／
渡
邊
陽
子

／
渡
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美
紀
／
島
田
啓
子
／
藤
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勝
美
／
藤
田
芳
江
／

匿
名
／
匿
名
／
匿
名
／
匿
名
／
匿
名
／
白
井
シ
ズ
枝
／

白
谷
弥
生
子
／
八
谷
時
子
／
比
嘉
美
恵
子
／
菱
沼
久
美

子
／
姫
野
郷
子
／
武
舎
澄
江
／
武
川
幸
子
／
武
内
法
律

事
務
所
武
内
大
佳
／
平
野
由
美
子
／
米
山
潔
／
米
山
勝

子
／
米
田
淑
子
／
北
河
徳
彦
／
北
見
雅
則
／
北
村
弘
之

／
北
沢
慶
三
／
堀
川
浩
邦
・
恵
子
／
本
多
八
重
子
／
本

田
眞
理
子
／
毛
利
環
／
木
下
和
子
／
木
戸
よ
し
江
／
木

崎
光
子
／
木
全
重
樹
／
木
村
茂
雄
／
門
田
由
美
／
野
崎

廣
子
／
野
沢
三
千
子
／
矢
崎
守
孝
／
有
賀
実
男
／
与
本

剛
三
／
立
石
諒
子
／
林
浩
康
／
林
勝
／
鈴
木
ひ
と
み
／

鈴
木
郁
男
・
市
子
／
鈴
木
太
郎
／
澤
岡
悠
紀
子
／
苣
野

円
満
／
安
田
香
央
里
／
伊
藤
史
朗
／
吉
田
健
一
／
久
保

絵
里
／
原
田
峰
明
／
笹
野
淳
／
山
下
則
子
／
村
井
説
人

／
鶴
田
直
子

１
月
：(

株)

ア
ジ
ア
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
／
ホ
ン
ダ

カ
ー
ズ
神
奈
川
中(

株)

／
羽
田
貞
子
／
岡
田
浩
一
／

吉
田
あ
け
み
／
駒
形
真
貴
子
／
後
藤
浩
之
／
高
橋
房
子

／
高
尾
節
子
／
黒
田
靖
／
佐
伯
ト
シ
コ
／
三
杉
信
子
／

糸
永
美
百
合
／
寺
嶋
裕
明
／
小
林
整
治
／
小
澤
圭
子
／

松
尾
忠
雄
／
千
葉
喜
美
子
／
川
田
公
一
／
扇
谷
あ
づ
さ

／
村
井
淳
／
滝
田
義
昭
／
中
平
順
子
／
嶋
田
哲
也
／
匿

名
／
内
田
稔
／
北
村
由
紀
子
／
柳
澤
京
子
／
鈴
木
喜
子

／
高
田
文
／
黒
飛
美
紀
／
大
竹
裕
也
／
内
田
摩
衣
子

２
月
：(

株)

ア
ジ
ア
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
／
伊
藤
紘

一
／
駒
形
真
貴
子
／
江
川
日
登
美
／
高
尾
節
子
／
志
澤

直
樹
／
児
玉
洋
子
／
小
瀬
村
芳
明
／
小
林
整
治
／
松
尾

忠
雄
／
相
川
延
子
／
袖
山
恵
子
／
大
津
雅
弘
／
瀧
口
秀

之
／
谷
口
円
香
／
藤
田
真
佐
江
／
特
定
非
営
利
活
動
法

人
港
南
た
す
け
あ
い
心
／
平
出
久
美
子
／
齊
藤
雅
美
／

竹
内
義
宣

３
月
：(

株)

ア
ジ
ア
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｈ
＆
Ｋ
／
宇
田
永
治
／
横
浜
友
の
会
中
方
面
／
下

出
和
治
／
関
孝
弘
／
芹
沢
玲
子
／
金
子
サ
キ
／
駒
形
真

貴
子
／
康
井
制
洋
／
高
尾
節
子
／
佐
伯
ト
シ
コ
／
篠
崎

暁
子
／
小
林
整
治
／
松
尾
忠
雄
／
新
村
さ
ゆ
み
／
森
永

乳
業(

株)

／
森
乳
ス
マ
イ
ル
倶
楽
部
／
森
泉
陽
子
／

石
鍋
博
之
／
谷
畑
育
子
／
田
川
尚
登
／
内
田
稔
／
堀
越

勇
介
／
堀
川
浩
邦
・
恵
子
／
大
竹
裕
也

４
月
：(

株)

ア
ジ
ア
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
／
宇
田
永

治
／
萱
畑
佳
代
子
／
関
英
一
郎
／
駒
形
真
貴
子
／
戸
越

税
理
士
法
人
／
高
尾
節
子
／
斎
藤
義
彦
／
志
澤
直
樹
／

小
林
整
治
／
松
尾
忠
雄
／
沼
沢
静
江
／
石
橋
一
子
／
大

嶋
博
之
／
田
中
加
奈
子
／
内
田
稔
／
尾
田
政
彦
／
平
山

真
也
／
石
川
梓

５
月
：
森
田
幸
子
／
鹿
島
克
郎
／
大
竹
裕
也
／
星
直
子

／
福
井
和
樹
・
智
美
／(

株)

幸
せ
届
け
た
い
／(

株)

ア
ジ
ア
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
／(

株)

ト
ミ
・
管
理
サ
ー

ビ
ス
／(

株)

栄
光
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
／(

株)

幸

せ
届
け
た
い
／(

株)

柴
橋
商
会
／
87
の
会
キ
ル
ト
代

表
宗
像
正
子
／
匿
名
／
原
田
積
善
会
／
阿
出
川
俊
夫
／

安
西
久
子
／
安
保
さ
よ
子
／
伊
藤
久
史
／
伊
藤
紘
一
／

伊
藤
蘭
／
稲
川
典
子
／
羽
鳥
眞
一
郎
／
羽
田
貞
子
／
塩

森
芳
枝
／
塩
谷
え
り
子
／
横
溝
ヒ
ロ
ミ
／
横
浜
和
夫
／

岡
田
千
衣
子
／
加
藤
民
幸
／
加
藤
芳
章
／
加
用
真
実
／

花
井
勝
三
／
栢
尾
美
恵
子
／
間
宮
節
子
／
岸
厚
子
／
岩

崎
眞
一
郎
／
岩
渕
千
佳
子
／
菊
島
紘
子
／
吉
原
富
美
子

／
吉
松
健
行
／
吉
田
快
／
吉
田
賢
一
・
聡
／
吉
田
孝
子

／
桐
生
秀
昭
／
金
子
正
史
・
瑛
子
／
駒
形
真
貴
子
／
熊

切
正
志
／
原
田
美
智
子
／
戸
田
孝
子
／
工
藤
弥
生
／
康

井
制
洋
／
江
波
戸
圭
子
／
荒
木
由
美
子
／
香
山
一
江
／

高
尾
節
子
／
黒
澤
健
司
／
佐
藤
光
雄
／
佐
藤
庄
一
朗
／

佐
藤
晴
美
／
佐
藤
敦
子
／
佐
藤
明
子
／
佐
伯
ト
シ
コ
／

細
谷
孝
江
／
坂
井
匠
子
／
三
好
正
子
／
山
田
し
の
ぶ
／

山
田
怜
／
山
本
悦
子
／
山
﨑
眞
理
江
／
氏
家
ゆ
り
子
／

酒
井
伴
美
／
秀
島
勇
治
・
や
す
よ
／
小
原
淳
／
小
口
稔

子
／
小
松
眞
子
／
小
瀬
村
芳
明
／
小
泉
知
子
／
小
牧
誉

弘
／
小
林
整
治
／
松
尾
宏
之
／
松
尾
忠
雄
／
松
本
剛
／

新
楽
和
則
／
新
田
香
代
子
／
森
清
治
／
森
田
知
子
／
杉

山
恵
子
／
清
水
久
美
子
／
西
井
弘
／
斉
藤
昇
／
石
川
基

子
／
石
鍋
佳
／
千
葉
喜
美
子
／
川
田
妙
子
／
川
﨑
圭
子

／
川
﨑
智
晴
／
浅
見
ひ
ろ
み
／
曽
我
健
二
／
早
川
禎
子

／
草
間
知
子
／
村
井
淳
／
大
井
美
嬉
子
／
大
関
秀
紀
／

大
久
保
照
子
／
大
木
宏
之
／
谷
口
円
香
／
池
田
龍
子
／

中
川
恵
理
子
／
中
島
敏
夫
／
鳥
谷
美
代
子
／
椎
名
鉄
男

／
天
谷
幸
子
／
渡
辺
真
哉
／
藤
井
耕
介
／
藤
田
道
子
／

堂
ノ
脇
利
々
／
匿
名
／
匿
名
／
内
山
玉
江
／
南
風
野
久

子
／
姫
野
郷
子
／
武
内
法
律
事
務
所
武
内
大
佳
／
服
部

恵
津
子
／
米
山
潔
／
米
山
勝
子
／
米
田
淑
子
／
北
見
雅

則
／
北
沢
慶
三
／
本
間
武
二
／
遊
佐
大
輔
／
林
勝
／
林

洋
平
／
鈴
木
ひ
と
み
／
鈴
木
郁
男
・
市
子
／
鈴
木
啓
史

／
鈴
木
広
乃
／
鈴
木
太
郎
／
澤
田
大
輔
／
齊
藤
雅
美

ご
寄
付
を
お
振
込
い
た
だ
い
た
支
援
者
様
に
は
礼

状
と
領
収
証
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
不

要
の
場
合
は
、
振
込
用
紙
に
「
領
収
証
不
要
」
と

ご
記
入
下
さ
い
。
会
報
の
ご
寄
付
一
覧
に
は
お
名

前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
：
米
山
潔
／
林
三
恵
子
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
サ
ン
タ
／
根
本
富
雄
／
山
本
文
子
／
八
谷
時
子

２
月
：
佐
藤
恵
美
／
花
王(

株)

社
会
貢
献
部
／
三
浦

美
奈
子
／
戸
田
孝
子
／
長
谷
川
利
夫
／(

株)

ミ
ツ
バ

／
佐
伯
ト
シ
コ
／
も
と
ふ
じ
会
／
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク(

株)

３
月
：
大
窪
淳
仁
／
比
嘉
恵
／
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
看
護
師
／
佐
藤
ぺ
テ
ィ
ー
／
長
谷
川
利
夫
／

澤
田
美
帆
／
片
山
晶
子
／
匿
名
／
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

４
月
：
匿
名
／
吉
田
ゆ
か
り
／
脇
信
恵
／
東
宮
五
月
／

秋
松
聡
子
／
鈴
木
明
子
／
戸
田
孝
子
／
芹
澤
功
子

５
月
：
長
谷
川
利
夫
／
岩
井
コ
ス
モ
証
券( 

株)

／
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ー
プ
マ
マ
ス
マ
イ
リ
ン
グ
／
浅
川
冨
美
子

／
小
原
淳
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
輪
の
会
／
梅
澤
美
智
子
／

匿
名

そ
の
他
の
ご
支
援

◇
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
様
：
久
里
浜
少
年
院

在
院
生
の
皆
様
が
育
て
た
ミ
ニ
胡
蝶
蘭
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
様
：
社
員
の
皆
様
に
よ
る
「
も
っ
と
何

か
で
き
る
は
ず
基
金
」
よ
り
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇(

株)

ド
ゥ
・
ハ
ウ
ス
様
：
モ
ラ
タ
メ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
新
商
品
お
試
し
サ
イ
ト
の
送
料

関
係
費
の
一
部
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
荏
原
花
園
様(

港
北
区
高
田
町)

：
パ
ン
ジ
ー
・
ビ

オ
ラ
な
ど
の
花
苗
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル(

株)

様
：
毎
月
11
日
の
幸
せ
の

黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
て
、
お
買
い
上
げ

金
額
の
１
％
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
毎
日
新
聞
東
京
社
会
事
業
団
様
：
「
小
児
が
ん
征
圧

募
金
」
の
一
部
を
活
動
助
成
金
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◇
ち
あ
ふ
ぁ
み
！
：
医
療
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
有
志
に

よ
る
小
児
が
ん
の
子
ど
も
を
地
域
で
応
援
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
協
力
や
物
品
寄

付
な
ど
様
々
な
お
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◇(

株)

東
横
商
事
様
：
月
に
２
回
、
食
品
・
消
耗

品
の
提
供
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。(

レ
ト
ル
ト
食
品

１
６
０
食
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
１
６
８
０
本
・
パ
ッ

ク
ご
飯
２
４
０
食
・
カ
ッ
プ
麺
２
５
８
食
・
栄
養
補
助

食
品
３
７
２
個
・
カ
ッ
プ
ス
ー
プ
１
６
８
食)

◇
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
な
が
わ
様
：
沢
山
の
食
材
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
リ
ラ
の
い
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
保
育
士
よ
り
、
日
用

品
・
食
材
・
お
花
な
ど
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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会報発行者 :認定特定非営利活動法人 スマイルオブキッズ
〒 232-0066　神奈川県横浜市南区六ッ川 4丁目 1124-2 電話・FAX：045-824-6014

http://www.smileofkids.jp/　e-mail：toiawase@smileofkids.jp ／編集担当：（株）ユック舎

■各種会議開催報告
スマイルオブキッズ理事会 ( 隔月 1回 ) ／こども医療センター・滞在施設運営会議 ( 月 1 回 ) ／きょうだい児支援連絡
会 (3 か月に 1回 ) ／スマイルオブキッズ運営会議 ( 月 1 回 ) ／保育話し合い ( 月 1 回）／リラの会 (3 月 11 日・21 日 )
／リラのいえ防災委員会 (5 月 14 日 )

○スマイルオブキッズ HP　https://www.smileofkids.jp/
○ Facebook・Twitter でも最新情報をお届けしています！

＠ smileofkids ＠ lilanoie

【リラのいえ運営・保育・音楽支援事業のための募金口座】 
　ゆうちょ銀行振替払込口座番号：00250-0-113817
　他金融機関からの振込口座番号：店名／ 029  口座番号／ ( 当座 ) 0113817
　加入者名：NPO 法人　スマイルオブキッズ

◇正会員 ( 年会費 1 口 1,000 円× 3 口以上 )：
　法人の目的に賛同する会員。法人の社員となり総会の議決権があります。
◇賛助会員 ( 年会費 1 口 5,000 円 )：事業を賛助する会員。サポート会員とも言います。
◇寄付：いつでも、おいくらからでも受け付けております。
◇遺贈についてのご相談も継続して承っております。

【クレジットカード決済によるご寄付の受付も始めました】 
クレジットカードを利用してご寄付いただけます。右記ＱＲコードにアクセスしてください。

◇マンスリーサポーター「愛する子ども達おうえん団」：寄付頻度「毎月」を選択すると、毎月 500 円か
ら継続的にご支援いただけます。初回の入金確認後、「団員証」を郵送致します。
◇マンスリーサポーター限定、メルマガ配信を開始しました。
◇「今回のみ」のご寄付も受け付けています。

【物品寄付のサポート】 
◇施設で使用する物品の提供 ( 生活消耗品、期限内の食品、未使用の切手など )

【労力・時間を提供するサポート】
◇施設内外の管理・環境整備（草取り・お花の手入れ等）
◇専門技術の提供 ( ヘアカット・料理・バザーの手作り品 )

支援サポートのお願い
（賛助金・寄付金には税額控除が受けられます）

寄付のクレジッ

トカード決済は

こちらより行え

ます。

月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月
家族数 31 19 26 20 23 26 32
宿泊者（利用者数） 135 140 183 102 135 160 207
稼働率 45.0% 45.2% 59.0% 36.4% 43.5% 53.3% 66.8%

月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月
利用人数 82 119 53 46 82 83 88
時間 241.5 331.5 140.5 104.0 243.0 245.0 249.5

■リラのいえ・利用状況（2021 年 11 月～ 2022 年 5月）

■きょうだい児預かり保育・利用状況（2021 年 11 月～ 2022 年 5月）

■活動予定 (2022 年 6月～ 2022 年 10 月 )　＊感染拡大状況により、中止する場合がございます。
6月 12 日	 リラのいえ防災訓練
7月 18 日	 チャリティーコンサート「愛する子ども達のために 2022」　はまぎんホールヴィアマーレ
8月 13・14 日	 第 13 回「地域がささえるふれあいコンサート」　横浜ラポール
10 月 1日	 きょうだい児支援に関するシンポジウム (オンライン開催 )
10 月 23 日	 バザー
	 	 ＊バザー用品のご提供をお願い致します
	 	 ( 消耗品・バスタオル他雑貨・衣類 (すべて新品・未使用 )・食品 (期限内 )・手作り品 )

vol28.indd   8vol28.indd   8 2022/06/16   11:58:062022/06/16   11:58:06


